
   

科 目 英語コミュニケーション 

時間数 2 単位 30 時間 授業方法 講義 授業時期 2 年 

講師名 ⑤WHITTLE JAMES ANDREW  

ねらい 
グローバル社会に対応できる基礎的能力を身につける。外国人が外来受診する場面を想定し、

簡単な英語を使って、外来受診の対応ができる。 

目 標 

１．英語で病歴を取れること。  

２．日常生活（食生活等)について尋ねられること。 

３．治療法・薬の飲み方を説明できること。 

４．治療・病院・入院生活等について簡単な質問に答えられること。 

５．病気・怪我の症状について尋ねられること。 

６．患者さんの検査を丁寧に指導できること。 

７．簡単な会話ができる。 

授業計画 

回 内容 

１ Unit 1: “Is this your first visit to the hospital?” （Ｐｇ，1-6，8） 

２ Unit 2: “What’s the matter ?” （Ｐｇ，9‐14，16） 

３ Unit 3: “You need to see a Dermatologist” （Pg,17-20、22-24） 

４ Unit 4: “Let me direct you to Radiology” （Pg,25-28，32） 

５ Special class:  病院案内 

６ Unit 5: “Let’s check your height and weight” （Pg,33-37，39） 

７ Unit 6: “I need to ask you some questions” （Pg,40-44，47） 

８ Unit 8: “Rest your arm on the armrest” （Pg,56-59，61） 

９ Unit 10: “Take this medicine after meals”  （Pg,70-74，76-77） 

１０ Unit 12: “Are you feeling more comfortable now?” （Pg,86-90，92） 

１１ Special class: “Small Talk”  

１２ Unit 13: “This is an emergency” （Pg,93-97,100） 

１３ Unit 14: “Tests show you have high sugar levels” （Pg,101-106，108-109） 

１４ Review 

１５ Test: Listening / Comprehension 

評価方法 

その時間数の 3 分の 2 以上の出席者に限り受験資格を与える。 

学科終講時に行う筆記試験、実技テスト（リスニング、スピーキング）を総合して評価する 

60 点以上を及第点とする。 

教科書 看護系学生のための実践英語（改訂版）「English For Nurses」：朝日出版社 

準備物 

a file folder(A4 saize)  

a notebook 

a dictionary(book or electronic) 

 




